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2018 年 12 月 11 日 
株式会社日立情報通信エンジニアリング 

 
非定型（活字）の金銭取引帳票類をカバーした 

「AI 活用帳票入力ソフトウェア」を販売開始 

AI×OCR で RPA。働き方改革、時短取り組み、人手不足解消を実現。 

 
AI 活用帳票入力ソフトウェアの概念図 

 
株式会社日立情報通信エンジニアリング（代表取締役社長：岩崎 秀彦、本社：神奈川県横浜市）

は、対応帳票を非定型(フリーフォーマット)で活字記載の単一帳票から多種帳票へ拡大し、さまざま

な帳票が混在していても同時処理ができ、読み取り後は、検索や分類、集計で活用しやすくなった

「AI 活用帳票入力ソフトウェア」を 12 月 18 日より販売開始します。本製品は、当社が約 40 年にわ

たり培ってきた文字認識技術を応用したもので、日立グループの出納業務のうち、請求書データ入

力業務において、月あたり 6～7 万件の処理を行う運用実績があります。今回のバージョンアップで

は、読み取り可能な帳票の範囲を、非定型の単一帳票から多種帳票に拡大し、請求書、注文書、納

品書などの異なる金銭取引帳票類の入力処理業務をまとめて行えるようになりました。本ソフトウェア

を導入することにより、人手による多種多様かつ大量の帳票データ入力作業において、作業時間の

削減だけでなく、ヒューマンエラー削減、業務効率化やコスト削減を可能にするとともに、より注力す

べき他業務へのシフトによる生産性向上も支援します。 

また、お客さまがより導入しやすいように、年間利用枚数「10,000 枚まで」と「30,000 枚まで」の安

価なメニューを 2 種類追加しました。 

 
近年の働き方改革の中でも、人手不足を補いながら生産効率を上げるための、さまざまな施策が

講じられてきています。従来よりも少ない人数で生産力を高めるための手段として、RPA*1が注目を

集めています。RPAは、これまで人手により行っていた定型業務をソフトウェアロボットにより自動化
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するもので、業務の品質を落とさず、低コストかつ短期間で導入できるという特徴があります。 

*1 RPA:Robotic Process Automationの略。 

 

本製品は、読み取り帳票の対象範囲を請求書から金銭取引における各種帳票類（活字）に拡張し

たことで、企業、自治体・公共団体の間接業務や受発注業務で扱う、多種多様な非定型帳票から必

要項目と内容を抽出してデータ化することができ、各社のRPAツールと連携可能なCSV形式で出力

します。さらに、抽出したデータは容易に検索、分類、集計、分析、可視化でき、ビッグデータの活用

にもご利用いただけます。これにより、業務プロセスの効率化や業績管理など生産性向上につなが

る働き方改革に貢献します。 

 

来春には、手書き帳票*2 対応版のリリースを予定しています。今回のバージョンを導入いただいた

お客さまには、無償でバージョンアップをいたしますので、年度末の繁忙期にぜひ、本製品をご利用

ください。 

*2 すべての手書き帳票が読み取れることを保証するものではありません。 

 

■その他主な特長 

（1）非定型帳票の自動読み取り・データ化 

・非定型帳票でも、事前設定不要で、自動読み取り、データ化が可能です。 

スキャナーなどで画像データに変換した帳票から、必要項目と内容をデータ化し、お客さまの

業務システムに連携しやすい CSV 形式で出力します。 

（2）数値化された「確信度」の利用 
・申請データや過去の帳票読み取り結果(位置情報)などをソフトウェアが総合的に判断し、 
読み取りデータに対する「確信度」を数値として出力します。 
「確信度」を活用して、人が関与する業務フローを減らし、人員コストの削減、作業の効率化が

可能です。 
（3）ブラウザ表示 

・結果表示画面 ： 読み取り・照合結果と帳票原本画像データを１画面表示で確認できます。 

・テンプレート登録画面 ： 帳票原本画像データを見ながら、マウス操作で登録できます。 

 

■日立グループ出納業務での利用事例動画 

 

https://youtu.be/Rb3MemuiMXo 

 

https://youtu.be/Rb3MemuiMXo
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■製品内容、契約期間内読み取り帳票枚数、価格 

製品内容 契約期間内読み取り帳票

枚数 

価格（税別） 

年間契約 

① AI活用帳票入力ソフトウェアライセンス 

② 導入支援（初回のみ） 

・環境セットアップ 

・読み取り帳票のテンプレート登録（上限100枚） 

③ 保守・サポート(ライセンス期間中) 

・TEL/メールによる問い合わせ対応 

※10,000枚・30,000枚        /年以下： 6インシデント/年 

60,000枚・120,000枚・240,000枚/年以下：12インシデント/年 

10,000枚/年以下 300,000円/年 

30,000枚/年以下 750,000円/年 

60,000枚/年以下 1,200,000円/年 

120,000枚/年以下 2,400,000円/年 

240,000枚/年以下 4,800,000円/年 

試用ライセンス（1か月限定） 

・環境セットアップ 

・読み取り帳票のテンプレート登録 （上限 10枚） 

・保守・サポートは含まれません。 

1,000枚以下 198,000 円/月 

・スキャナー、サーバー、PC は含まれません。 
・契約枚数以上、ご利用があった場合、更新時（または終了時）に超過分を請求いたします。 
・導入支援時の現地派遣費用(交通費、宿泊費等)は含まれません。 
・保守・サポートには、現地対応費用は含まれません。 

 
■関連製品のホームページ 

http://www.hitachi-ite.co.jp/products/auto_entry/ 
 
■お客様お問い合わせ先 
株式会社日立情報通信エンジニアリング  営業統括本部 製品営業部 [担当：常盤] 
〒220-6122 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2 丁目 3 番 3 号クイーンズタワーB 25 階 

電話：050-3163-1755(直通) 
 
■報道機関お問い合わせ先 

株式会社日立情報通信エンジニアリング  経営・事業企画本部 企画部 [担当：中村] 
〒220-6122 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2 丁目 3 番 3 号クイーンズタワーB 22 階 

電話：050-3163-5726(直通) 
以上 

 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報（製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、お問い合わせ先、

URL 等）は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と情報が異なる可能性もありま

すので、あらかじめご了承ください。 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

http://www.hitachi-ite.co.jp/products/auto_entry/
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